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                球面における配置の問題
                                    種 村 正 美
 非ユークリッド空間である球面における配置にはユークリッド平面における配置の問題とは異なった
側面が現れ，応用の点でも興味深い研究分野である．ここでは，球面における充填問題・最大最小間題
を考察する．これらの問題はT6th（1972）によって規則配置に対して論じられているが，われわれの、目
的はそれらを非零の確率測度を持つ不規則配置について議論することである．
 まず，単位球面（半径1の球面）上に存在する球面半径7の一つの球帽（球面上の円）を考える．球帽
の面積は2π（1－cos7）で与えられる．このようた球帽が球面上に互いに重なり合わずにm個存在する
とき，球帽系の充填密度D、はD、＝m・2π（1－cos7）／4π＝m（1－cos7）／2となる．ここで球帽のランダ
ム逐次充填を考察する．球帽の半径が7→0とたる極限では，球帽系は無限平面における円のランダム逐
次充填系に近づくことは明らかであろう．筆者は円のランダム逐次完全充填の極限密度D。としてD。＝
